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北 方 地 域 に お け る 植 物 性 染 料 、

特 にハ ン ノキ の利 用 と信 仰 につ い て

　　　　　　　齋　　藤　　玲　　子*

Vegetable Dyes, particularly Alder Dyeing and Beliefs 

      concerning it among Northern Peoples

Reiko  SAITO

   Northern peoples had used some dyes in common for color-

ing the fur and skin of animals and the fiber of plants. Most of 

them were vegetable dyes extracted from such as barks and 

berries. 
   Ethnobotanical studies had laid emphasis on edible and 

medicinal plants, in consequence the attention has not been 

focused properly on dying in the plant utilizations. Dyeing may 

have not only aesthetic effect, but also durableness as tanning. 
   This paper will focus on the alder which has red dye, and 

symbolism of red-colored fur of seal pup. There are many beliefs 

connected with alder, which has been used for  ritual and as 

medicine. For the color symbolism of northeast Asian peoples, 

red was the color of "life" associated with the image of blood. 

Colored tassels of unborn and/or pup of seal fur have served 
as an important element of clothing in Siberia. They were sewn 

onto shamans' garments, hats and so on. The similar manner 

can be found among Sakhalin Ainu as well. 

   Dyeing has spiritual meanings as a magic for successful 
hunting, an amulet for healing and the power to shaman. The 

reason for Northern Peoples community of dyeing may be asked 

for these beliefs concerning color and material.

*北 海道立北方民族博物館学芸員
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北方地域の染色

　寒冷地である北方地域において、植物は食物や造型素材として、動物に比べて大き

な割合を占あていないが、それ故か狩猟、漁携に比べ、植物採集にっいての広範囲な

比較研究は少ないように思われる。

　民族植物学では、方名(vernacular　 name)の 分類、食用および薬用植物 には注

目されていたが、まだ歴史が浅 く、研究手法の確立や未調査地域が多いことなどが課

題であると言われてきている。本稿ではこれらあまり触れ られることがなか った北方

地域の染色文化にっいて、それぞれの民族の知識とそこで彼 らが行 う根拠づけなど技

術や精神文化にっいてとりあげてみた。また、博物館 という施設がら物質文化は常に

念頭にある分野であり、特に衣類などにっいては防寒 といった機能面だけでは説明で

きない色や文様にっいて調べてみたいと思 っていた。

　極彩色の花や鳥の多い南方の暖かい地域に比べ、北方では色彩が乏 しいように思わ

れがちだが、この寒い地域に住む人びとが作り出す衣服や儀礼用の道具などに表れる

色と文様は、非常に豊かな ものを持っている。交易品 として ビーズや布、刺繍に用い

る糸などが、入手できるようになる以前から、彼 らは染色の技術をもって、独 自の色

の世界を作 り上げていた。

　ハ ットの北方諸地域 における皮衣類に関する広範な研究は、 これらの染色文化にっ

いてもさまざまな事例に言及 してお り[HATT　 1969]、 上村六郎 は、アイヌの染色

文化にっいて大陸との関係を示唆 していたことが、本論を書 くにあたり、手掛か りと

なった[上 村　 1943]。

　染あられる素材 と染料の種類など北方における染色の概要1)を 文末の表1に 示 した。

　北方地域の主な被服材料は毛皮、あるいは毛を取 り除いた革(レ ザー)で あり、そ

れ らを染める技術を持っ地域 は広範で、`ハ ンノキ'樹 皮による赤い染色 は、サ ミか

らイヌイ トの西方にまで及び、特に北東 シベ リアでは多 くの事例が知 られている。セ

ントラルエスキモーでは、植物による染色の事例が乏 しいが、グリー ンランドでは漂

白した薄いアザラシ皮を、ある種のスプルース(ト ウヒ属)の 根で赤 く染める。この

ようにツン ドラ地帯 という樹木の少ない地域 も含め、地理的分布に空白地帯があるも

のの、樹皮による染色は広 く見 られる。

　ハ ットは、今 日でも原典 とされる主要な民族誌を基に して著 した 「ユーラシアとア

メリカにおける極北の皮衣にっいての民族誌的研究」で、染料にっいて植物性の靱め

し剤(媒 剤)利 用 とその起源の観点か ら触れている。彼は、動物性の媒剤(脂 肪や脳
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髄、卵など)は 、 もともと皮に柔軟性 と防水性を与えるために皮革処理や皮製品のケ

アに用いられていたが、植物性の媒剤は初めは染料 として利用され、後に靱め しの効

果が知 られるようになったと仮定すると、その起源に十分な説明を与えることができ

納得がいくと考えていた。それを裏付けるような事例が多いのは確かである。

　染料には`ハ ンノキ'以 外にも、カラマツ、シラカバ、 ビャクシン、ポプラなどの

類の樹皮が利用される。これらの樹皮はタ ンニ ンを含み、皮鞍め しの媒剤 としての効

果を も備えている。染色 した皮 は、 しないものより湿気 に強いとい うボゴラスのコメ

ン トは、この効果を指 している2)。

　種によって量は異なるが、タンニ ンはいろいろな植物の器官に含まれており、色素

を作ったり鉄塩 と反応 して暗青色になる性質を持 っているため、染料 とされるものも

多 い。

　 また、植物を焼いた炭をにかわや脂 と混ぜて擦 りっ けたり、海泥などで黒 くする例

は広 く一般的である。

　鉱物質の沼地などにっける方法もみ られ、植物性の染料とこれ らを組み合わせるこ

とは、意図 していなくとも媒染に相当す る。チュクチでは、皮を暗色に仕上げるため、

鉄分を含んだ砥石の粉を使 う[BoGoRAz　 1904-09]。 鉱物質に もまた、靱あ しの効

果を持っ ものがあり、特 に代表的な ものは明磐である。

　皮革の色はもともと茶系か ら黄 白色であり、染色は赤と黒の2種 類が一般的である。

染料を用いないが、mめ しの一環で燥煙することにより、黄褐色を得 ることもでき

る。また、染色ではないが色を添えるものとして、寒気 に晒すなどして皮を漂白す る

技術があることもあげておきたい。漂白することによって、より染色の効果を上げる

こともで きる。

　次に、毛(あ るいは毛皮)を 染あることを目的 とす る染色がある。 これらは装飾的

なものに用い られ、前述の樹皮以外に、果汁などを用いる民族が多い。靱め し効果の

あるタンニンの有無によらず、良い色に染めることを目的にしているためと考え られ

る。

　 `ハンノキ'な どによって赤 く染められた毛が、飾 りとして用い られる事例は、極

東シベ リアで非常によ く見 られ、この ことについては別項で触れることにする。

　北西海岸イ ンディアンのチルカ ットブランケ ットは、黒、黄、青、まれに赤 く染め

たシロイワヤギの毛が用いられる。ここでは、黒 と黄色は植物で染め られるが、青は

酸化銅による[SAMUEL　 1982]。

　以下に毛皮や皮革を実際に染める工程にっいて、 コリヤークとエヴェンの例を民族
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誌か ら紹介 したい。　「様々な色合いの赤い染料は、オーカー(黄 土 ・緒土)、 　 `ハン

ノキ'樹 皮、ガンコウランの実などか ら作 られる。オーカーはペイントとして も用い

られ、乾いたまま(例 えば木製仮面の頬を塗 るなど)で も、水に溶いても使 う。　 `ハ

ンノキ'樹 皮は主として、毛皮が内になるように作 られた トナカイ皮の衣服を染める

ために役立っ。仕上げた服 は樹皮(あ るいは水で煮たもの)と 一緒に揉まれた り、熱

い煎汁の中に浸 される。前者では、色ムラがで きるが、後者は明るいシナモ ン色が得

られる。この工程には特別な鍛練を要する。巧みな技を持っ者 は海岸コ リヤークの女

性にみられ、見栄えのする明るいシナモ ンの色あいを出す方法を知 っている。熱い

`ハンノキ'染 料で扱われた後硬 くなった皮は、柔 らか くす るために再び揉まれる。」

[JOCHELSON　 1908:628]。 「皮の準備 はそれを身体のどの部分 に着 けるかによっ

て、 さまざまな形式で行われる。 しか しすべての靱あ しは同じ方法で始められる。乾

いた皮は脂肪 と細胞がす っかり取 り除かれるまで、肉面が こそげおとされる。それか

ら肉面は 一 よく使うある方法で 一 　 `ハンノキ'皮 と尿の煎汁で揉まれ、折 り畳ん

で暖かい場所に一晩寝かされる。次の日、再びスクレイパーでこそがれ、それが服に

適す るように、柔 らか くなるまで揉まれる。」[BERGMAN　 1927:201-202]。

　樹皮繊維を衣類に用いるのは、北太平洋の南端にあたる北海道、サハ リンのアイヌ

と北西海岸イ ンディア ンに限られ、北太平洋の幾っかの民族で靴下などに用い られる

ことが知 られているが、 これ ら繊維製衣類をはじめバスケ ットや漁網などの植物繊維

が染色 される例 も少な くない。

　例えば、コリヤークのバスケッ トは、ヤナギランの皮を海泥やスワンプ ・モス(コ

ケの一種)の 煎汁にっけて黒 く染めてから、糸に撚 って用いる。また、イラクサなど

か ら作 られた漁網が、そのままでは白くて魚に気付かれるため、樹皮などで染めると

い う事例 はパ ンティやマ ンシ、ネギダルに見 られる3)。

　北西海岸イ ンディア ンの住む地域は、高緯度にありなが ら比較的温暖湿潤で毛皮の

衣類はあまり発達 してお らず、植物繊維の織物や編み物を身に着けていた。なかで も

帽子はバスケ ット細工で美 しいものであるが、 トリンギ ットはシダ類その他の草の茎

を横糸に巻き付けて装飾 していた。その茎は漂泊 して白色として用いられたり、黒、

黄、赤、紫などに染色された。いずれ も植物性染料を用い、ヤギの毛を染めるときと

同様であるが、赤は`ハ ンノキ'で で きた尿を溜めてお く容器からとられたという。

　樹皮繊維利用の発達 しているアイヌでは、アツシ(オ ヒョウなどの内皮か ら取った

繊維でから作 られた織物)や 莫藍などには、大まかにいって赤(茶 も含む)黒(藍 か

ら紫 も含む)、 黄色 に染色 された糸が用い られる[上 村1943,河 野1931,0HNuKI一
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TIERNEY1974]。 ほとんどが樹皮の煎汁か花や実の汁で染められ、染色後に鉱物質を

含んだ水(沼 など)に 浸す例 もみられる。黄色 はキハダ樹皮で染色 されるが、最 も尊

い色 として 日常的には用い られない。黄染 された糸は儀礼 に用いる花莫藍に編み込ま

れ、キハダ自体 もイナウに用いたり、薬用にもされる。松浦武四郎は1862年 ころに以

下のような記録を残 している。r掬 笈にて胡女が種々の色糸にてアツシを織 り居たり

しが、其染方を聞に赤 く染 る時はラルマニ(イ チイ;筆 者注)に て煮 ると。是は則伽

r木 、…中略…。松前にてヲンコと云。家々染物を成すに用ゆる也。是をヲンコ染 と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 イツキマイマイ

云也。鼠には沼に浸 し置、黄茶には赤楊(ハ ンノキ;筆 者注)の 皮 もて煮、紫は岩椎

(ガンコウラン)の 實。藍にはシエイキナ(上 村によるとタイセイ;筆 者注)と て深

山の陰地に生 じ…。」[松浦　 1977:511-514]。

　アイヌは、あまり媒染剤を用いないと言われてきたが、上記文献からも必ず しもそ

うとはいえない。 しか しアイヌに限 らず媒染剤を用いずに草木(煎)汁 だけで染ある

場合、十分な色を出すには相当量を必要 とする。したが って染料に使 う植物の採集 に

もそれなりの時間が費やされていたことになるし、食用 と目されている植物遺存体の

中に染料 としての用途 も考え られるものが、多 く含まれているという指摘は[辻

1983]、 植物利用全体のなかで今後注意すべ きことであろう。

　北米のインディアンに見 られるクイル(ヤ マアラシの棘など)は ビーズが入手で き

るようになる以前に、皮革や樺皮製品を装飾する材料 として用い られてきたが、 これ

も黒、赤、黄、紫などに染ある染料のほとんどが植物性のものである[WHITEHEAD

1982]o

`ハ ンノキ'の 利 用 と信仰

　 赤 色 染 料 と して 広 く用 い られ る カ バ ノ キ科 ハ ンノ キ 属(英 名Alder)は 、 切 り 口が

赤 く変 色 す る こ と か ら火 に関 係 付 け られ た り、 人 体 か らの 出血 を 思 わ せ る た め 切 る こ

とが 差 し控 え られ る と、 ヨ ー ロ ッパ な ど で 一 般 的 に い わ れ て い る。　 `ハ ンノ キ'の 汁

と血 の 連 想 は 北 方 地 域 に もみ られ 、 そ れ に まつ わ る信 仰 に は興 味 深 い もの が あ る。

　 北 海 道 に は ハ ンノ キ 属 が3種 見 られ る 。 ケ ヤ マ ハ ン ノキ(Alnus　 hirsuta;ア イ ヌ語

でKene)は サ ハ リ ン、 千 島 か らシベ リア 東 部 に も分 布 し、ハ ンノキ(A.ノaponica別 称

ヤ チ ハ ン ノキ;ア イ ヌ語 でnitat・kene湿 地 の ・ハ ン ノキ な ど)は 北 海 道 か ら ウ ス リー

地 方 が 北 限 で あ る 。 ミヤ マ ハ ン ノ キ(A.crispa;ア イ ヌ語 でkamui・kene、 　horkew

・keneな ど)は 亜 高 山 帯 か ら高 山 帯 に 自生 す る種 で 、 ウ ス リー、 サ ハ リ ン、 千 島 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 137
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カ ム チ ャ ッカ に も分 布 す る。 シベ リア の 民 族 誌 に 現 れ るAlderは ケ ヤ マハ ンノキ か ミ

ヤ マハ ンノキ の変 種 、 あ る い はEuropean　 Black　 Alder(.A.glutinosa)な ど い ず れ

で あ るか 特 定 で きな い。 北 米 で は この 他 に も何 種 か 自生 す る 。 本 稿 で は ア イ ヌ の事 例

以 外 は 種 を 特 定 で きな い もの と して 、 す べ て`ハ ン ノキ'を 使 って き た 。

　 ア イ ヌ 語 の ケ ネ はkem・ni血(の)・ 木 と い う意 味 で 、 月 経 や 産 後 、 肺 病 の 喀 血

な ど多 量 の 出血 が あ っ た と き に補 血 剤 と して 樹 皮 の煎 汁 を 服 用 した と い う9)。 「コ タ

ン生 物 記 』[更 科 ・更 科 　 1976]で は 「薬 に な る木 」 の 最 初 に この 木 が あ げ られ 、 前

述 以 外 に も煎 汁 を腹 病 、 下 痢 、 中 毒 に服 用 した り、 目の 悪 い と きに 洗 眼 剤 と した り、

木 の 真 皮 を潰 した もの を傷 の 血 止 め に 用 い た とい う。rア イ ヌ讐 事 談5)』 に も同 様 の

例 が あ る。 ま た 、 これ は子 供 の 健 康 と も関 連 付 け て考 え られ る ら し く、 赤 ん坊 に授 乳

を 始 め る前 に ケ ヤ マ ハ ンノ キ の 煎 汁 を飲 ま せ た り6)、 お しゃぶ りを 作 る木 と して も知

られ て い る7)。 上 村 の 聞 き取 り8)に よ る と、 「た ゴ何 の 意 味 か分 か らん が 、子 供 は髪

に ケ ネ 染 の もの を っ け る。 女 も亦 赤 い もの を 用 い る。」 と い う。 ま た 、 ケ ヤ マ ハ ン ノ

キ の み な らず 、 ハ ン ノキ の 皮 もま た 保 存 して お い て 、 産 後 に服 用 した 。

　 ケ ヤ マ ハ ン ノ キ と ミヤ マ ハ ン ノキ は 一 般 の イ ナ ウ に は用 い な い が 、 沖 の 神 で あ る

シ ャ チ は 赤 い 色 を好 む た め 漁 に 出 る際 に捧 げ るイ ナ ウ を作 る9)。 ケ ヤ マ ハ ン ノキ の カ

ム イ ケ ネ 、 ホ ル ケ ウ ケ ネ(horkewは オ オ カ ミ、 も と はporo・kewe・kene;大 い に

悪 魔 を追 う ・ハ ンノ キ)は こ こか らき た の だ ろ う と考 え られ て い る[知 里 　 1976]。

　 サ ミの太 鼓 の 皮 に は 、 神 話 に よ るモ チ ー フが ハ ンノ キ の 煎 汁 で 描 か れ て い る。 様 々

な 図 匠 に は 、 太 陽 や 月 な ど と並 ん で 自然 界 を っ か さ ど る多 くの カ ミが 表 現 さ れ 、 その

中 にleib-olmai;`the　 man　 of　blood　 or　of　alder'と 訳 さ れ る、 野 性 動 物 とvenison

(猟 獣 肉 と くに 鹿 肉)を 支 配 す る狩 猟 の カ ミが い る[Mf1NKER　 1968]。 ま た、 ハ ッ

トに よ る と、 ク マ狩 猟 者 が 帰 宅 した と き は 、 女 性 が 噛 ん だ`ハ ン ノキ'樹 皮 を 彼 の 体

に吹 き付 け た りす る こ とか ら、 サ ミに は`ハ ン ノキ'の 汁 と猟 獣 の血 との 関 係 に は神

秘 的 な観 念 が あ る よ うだ と い う。

　 コ リヤ ー ク も ま た`ハ ンノ キ'を 非 常 に良 く用 い、 革 の 衣 服 に木 製 ス タ ンプ で 、 星

な ど の文 様 を っ け る と きの 染 料 に 用 いて い る。 サ ミの 太 鼓 と な らん で 、 素 材 全 体 を 染
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　なつせん

めるのではな く、描 き染や捺染に分類される文様を表す方法である。

　コリヤークの伝承にも、カラという悪神をキツネ女がやりこめる話の中に、 しば し

ば`ハ ンノキ'が 登場する。例えば、キツネ女はカラが食べようとして取 っておいた

ネズミを逃が してやる。帰ってきたカラがキツネ女を責めると、キツネ女は用意 して

おいた`ハ ンノキ'の 煎汁を 自分の血の混 じった尿だ といって見せて、 「私は病気な
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の だ か らそ ん な こ と は で きな い 」 と い う言 い訳 を す る の で あ る[JocHELsoN　 1908:

181]。 こ こで も、 血 との 関 係 が うか が え る1°)。

儀礼用あ るいは シャマ ンの衣類 と色 ～赤く染められたアザラシの毛

　赤い染料としてのハ ンノキ利用 とそれにまっわる信仰についてみてきたが、赤が衣

類に用い られる事例としてシャマンの衣類、特に帽子がある。それらにっけられた長

いタッセルの赤い毛は、アザラシの生 まれたばかりの幼獣あるいは胎児の毛を、　 `ハ

ンノキ'な どで染めたものである。 これ らの赤い毛は、ユカギール、 コリヤーク、

チュクチ、イテ リメン、エヴェンなどの服に飾 りとしてっけ られ、新大陸では、ネル

ソンがベーリング海エスキモーで服やブーツの飾 りとして用い られていることを記録

している[NELSON　 1899]。 コリヤークの死装束は、 白い毛の トナカイの服上 につ

けられた黒い毛のモザイク模様 に、 この赤が映えて非常に美 しいものである。

　セロフはこれらのことにっいて、北東アジアの民族の色のシンボリズムでは、黒は

別の世界、あの世(死)の 色で、一方赤は生命の色であるとして、 「レッ ドオーカー

や生け賛の動物の血で赤 く塗 った手や顔 は、チュクチの結婚式や死者を弔う儀式にお

いて重要な要素である。儀礼的な ものやシャマンの衣装は、撚った毛糸か毛皮の赤い

タッセルで飾 られる。…赤 と黒は相反する色であるが、一方白はニュー トラルな役割

を演 じている。 シベ リアエスキモーでは、年老いたシャマンの力強さの喪失は彼の身

に着ける白い衣装によって シンボライズされる。白い衣装は死装束の色でもある。三

色の コンビネーションはエスキモーの天気予言者の占い棒にも用いられる。この色の

シンボリズムは、宗教上の領域でのみ適応する;毎 日の暮 らしの中では、白い衣装は

もっとも美 しいとみなされている。」[SERov　 1988]と 説明 している。

　 シャマンの衣類につけられたタッセルやフリンジは、踊 りによってゆらめ くその形

態だけでも十分意味のあるものである[CHAussoNNET　 1988]。 それ らを赤 くす る

ことで、一層力を強あることが期待されるのだろう。

　赤 く染められた毛は必ず しも儀礼用の服やシャマンの服のみにっけられたとは限ら

ないが、非常に尊重 された ものであることは確かなようだ。

　 クラシェニ ンニ コフは 「ステラーによるとラムー ト(エ ヴェン)は カムチ ャルダ

(イテリメン)よ りもアザラシ皮の仕上げ方は上手でラムー トはこうした皮を1枚 に

ついて80コ ペイカほどの値段で売っている。アザラシの皮は簡単に色物 ともよばれ、

衣服や履物 に縫い込まれる。 この毛はコケモモの絞 り汁に`ハ ンノキ'の 皮および明
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馨を混ぜたもので染め られる。 この色は真 っ赤である」と記 している11)。彼が引用 し

ているこの話 は18世紀半ばの ことであるが、ベルグマ ンも今世紀初頭に次のように書

いている。　「ラムー トは服に用いる皮を染めるのに、非常に長けている。女性の服は、

ビーズのついている上下が、普通沢山の異なる色の破片の小 さな縁飾 りで飾 られてい

る。美 しい赤い色 はwhortleberry(欧 州産コケモモ属の一種、別名 ビルベ リー)の

果汁で染めることによって得 られ、もう一っは`ハ ンノキ'に よる。 シャマ ンの帽子

のフリンジは、た とえば、whortleberry果 汁で染めたアザラシの胎児の毛皮か ら作

られたタッセルで成っている。

　ラムー トが綺麗な帽子やコー ト、ブーツなどを身に着けて街へい くと、 ロシァ人や

カムチャダルがそれをねだった り、時には酔わせて盗み、代わりに着古 したものを残

してい くのだという。」[BERGMAN　 1927]。

　チュクチでは 「若い男性が着るズボンは、 しばしば赤 く染あられたアザラシの幼獣

毛皮製のタッセルを沢山付けている。多 くのタッセルの付いたズボ ンはレス リングの

名声に係 る勝者の権利で、そういったことか ら"レ スラーズ ・トラウザーズ"と 呼ば

れている」[BoGoRAz　 1904-09]。

　　`ハンノキ'に よる皮革の染色が顕著な、カムチャツカか らチュコ ト半島の北東シ

ベ リアの民族に、このようにアザラシの白い毛を赤 く染めて飾 りにするという習慣が

認められる。

　興味深いのは、使途が若干異なるが、 このような事例がサハ リン ・アイヌにも見 ら

れることである。

　 「アイヌ衣服調査報告書」[北 海道教育委員会　1985]に サハ リンのエムサ ハ(刀

掛帯)の 編み糸に赤 く染めたアザラシの幼獣の毛が使われている例があり、聞き取り

調査によると、昔 は植物で染めたという。知里も 「樺太アイヌの生活」のなかで、ゴ

マフアザラシとワモンアザラシの生まれたかりの幼獣をコノシペ(kon・us・pe;綿 毛

の ・っいている ・もの)と いい、 「この毛をアイヌは珍重する。毛を小刀で採 り、ほ

ぐすと一種の綿毛のやうなものが とれる。これをコンコニkonkon(i)と 云ふ。アイヌ

はこのコンコニを糸に撚 り、苔桃の実などで赤 く染めて海豹衣だとか魚皮衣、また厚

司の縫ひ目や、刺繍の飾 りとして縫ひつける。」と記 している。古 くは、享和元年こ

ろの記録でr樺 太雑記』[中 村　 1801]に 「婦人の業、か らむ しを以ゆたるべを織、

水豹皮にて沓を造 る。此両品松前市店に有。略之。其外水豹腹籠の子の毛を取 り糸に

して、草根を以赤色に染、衣類の模様縫付 る。」とある。松浦竹四郎は1846年(弘 化

3年)に アザラシの毛を 「夷言チクイラ　夏青 く秋に至 りて赤 し、蝦夷之を食す。夷
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言チライキナ　此二品の実を油にて煎 し、水獣の皮及び糸を染るに用ゆ。」 と記録 し

ている。チクイラはイワツツジで可食の赤い実がなるが、チライキナはサハ リンでエ

ゾフユノハナワラビ(シ ダ植物)、 本道でフクジュソウをさし、実で染めるというの

は少 し疑問が残る12)。アザラシの油で煎 じるという事例は、他の記録か らも拾える。

　 また、年代や著者 は不明であるが、　「蝦夷人弾琴図』に 「根緒アザラシの腹ゴモリ

ノ毛 ヲ赤クソメテヨリタル物也、腹ゴモ リノ毛ニアラザ レバ染ラヌナ リ、其染草ハハ

マナシノ根、政塊夷名"マ ブタ"日 本方言ハマナシ ト云」[谷 本　1958]と ある。谷

本は、 「この赤色に染めるのも又前述 した如 くシャーマ ンの祭具としての遺影であろ

う。」として、五弦琴の頭部の穴に結ばれた赤青黄の布や太鼓(カ チョ)に っけ られ

た布 と同様、本来 シャマ ンの祭具としての機能を持っ物であったことを示唆 している。

　氷上で出産する種のアザラシの幼獣は、敵か ら身を守るたあ白い産毛を持 っている。

北方地域には、部分的にで も白い冬毛を持っ動物は少な くないのだが、アザラシの毛

が染色に適 しているとい うこと以外に、幼獣あるいは胎児であることに意味があった

のか もしれない。ちなみに トナカイで も幼獣や胎児はその柔 らかい毛の性質のたあ、

晴れ着やフー ドの部分などに好んで用いられている。

　 ただし、いろいろな民族誌をみても、アザラシの場合、生まれたばか りの幼獣や妊

娠 しているメスを故意に狙 うということはなかったようである(飼 育 している トナカ

イな らば、服にするため屠殺す ることはある)。 生後1ヶ 月 くらいで白い毛 は生え変

わるため、入手できるのは比較的短い時期に限 られ るが、アザラシ猟の中心 は、出産

期で もある春の流氷期にあることか ら、出会うチャンスは結構多かったのだろう。

　 このように、北東 シベ リアか らべ一リング海にかけての北太平洋にみ られるこの独

特の飾 りは、カムチャッカの住民のなかで、海岸のチュクチやコリヤークから原材料

(アザラシの毛皮)が エヴェンの手 に渡 り、染め られて戻ってくるという交換 はあっ

た ものの[CHAussoNNET　 1988]、 それぞれの民族において もより鮮やかな赤を も

とあて、行 き着いた先が同 じ素材だったとい う説明が自然なのではないかと思われる。

他の北太平洋沿岸の海獣狩猟民族やニブフ、ウイルタ、また千島や北海道のアイヌに

おけるこのような事例にっいては、現在のところ不明であるが、今後の課題 にしてお

きたい。

ま　 と　 め

北方の諸民族は、毛皮や植物などを染あるために、多 くの共通する植物を利用 して
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いた。より微妙な色を出すためになされた工夫は、試行錯誤の過程が うかがえ、それ

ぞれの土地の自然物に対す る知識の集積を示 しているようである。関連 して、染料と

なる植物の採集や保存の面についても研究する必要がある。　　　　　　　　 一

　染色 によってあ らわれ る色 と染料の素材とのあいだには、色 とい う見た目の共通点

のみでな く、その民族なりの論理があった。殊に赤い染料となる`ハ ンノキ'は 血や

生命 と関係づけられるため、さまざまな信仰がみられ、儀礼や薬 にも使われている。

また、赤や黒、白など、色に対する共通 したシンボ リズムにも、若干触れてみたが、

今後、より多 くの民族を比較する必要がある。

　染色には、素材を美 しくするだけではな く、丈夫にするという実質的な利点もあっ

た。また、狩猟を成功させたいという欲求やシャマニズムなど精神文化 と関連 してお

り、生活 と深 く結びっいていることがわかった。ただ素材の種類が乏 しいからではな

く、このような理 由があるか らこそ、北方地域に広 く共通する染色文化が存在するの

ではないだろうか。
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表1　 各民族の主な染料

サ ミ Sami

Table 1 Traditional Dyes Utilized by Northern Peoples

被染 物
Material

　 革

Leather

〃

〃

〃

色
Color

赤

red

色 を濃 く

deep　 red

明 るい金 茶

golden-brown

濃 い 赤 茶

deep　red-brown

学 　 　 　 　名
Scientific　 Name

Alnus sp. 

Alnus sp. 
+Potentilla erecta 

Alnus sp. 
+Juniperus sp. 

Alnus sp. 

 +ash

　 和 　 　 　名
Common　 Name

ハ ンノ キ

Alder

キ ジム シ ロ属 の1

種 を 混ぜ る
Cinquefoil

ネズ ミサ シ属 の抽出液 を
混 ぜ る

Juniper　 extract

灰を混ぜ る

ash

部 位
Part

樹皮

b　ark

樹皮bark

根root

樹皮bark

樹皮bark

樹皮

b　ark

出　 　 　典
Reference

HATT 1969 

SCHEFFERUS 1674

HATT 1969

HATT 1969

HATT 1969

ハ ンテ イ 、 マ ン シ　 Hanti,　 Mansi

草　皮

bark

暗 茶

dark　brown
Prunus racemosa

エゾノウワミズザクラ

Bird-cherry

樹 皮

bark
LEVIN 1964

ネギ ダ ー ル 　Negidal

草 　 皮

b　ark

薄 い色付 け

tint
Larix sp.

カラ マ ツ

Larch

樹 皮

b　ark
LEVIN　 1964

ヤ クー ト　 Yakut

皮

skin

赤

red

Alnus　 sp.

+Larix　 sp.

ハ ンノキAlder

カ ラ マ ツLarch

樹 皮bark

樹 皮bark
HATT　 1969

、

エ ヴ ェ ンギ 　Evenki(Tungus)
、

皮

skin

毛

hair

赤

red

赤

red

Alnus　 sp.

Asperula　 tinctoria

ハ ンノキ

Alder

クル マバ ソウ属 の

1種
Woodruff

樹皮

b　ark

根

root

HATT　 1969

HaTT　 1969

エ ヴ ェ ン　 Even(Lamut)

毛　 皮

fur

〃

〃

赤

red

赤

red

濃 い赤

deep　 red

Vaccinium　 myrtillus

Alunus　 sp.

Vaccinium　 uitis-

idaea　 +Alnus　 sp.
+Alum

ビルベ リー(ク ロ

マ メ ノキ に 近緑)

Whortleberry

ハ ンノ キ

Alder

コケ モ モCowberry

ハ ンノキAlder

明馨Alum

実

fruit

樹 皮

b　ark

実fruit

樹皮bark

BERGMAN　 1927

BERGMAN　 1927

クラシェニ ンニ コフ

　　　　　　　 1756
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サハ リン ・ア イ ヌ　 Sakhalin　 Ainu

毛 　 皮

fur

〃

〃

樹　皮

bark

〃

〃

〃

赤

red

赤

red

赤

red

赤

red

明 る い赤

bright　 red

紺

navy

黄

yellow

Vaccinium

　　　　　　vitis-idaea

Vaccinium

　　　　　　 praestans

Rosa　 rugosa

Alnus　 sp.

Vaccinium

　　　　　　uitis-idaea

Empetrum

　　　　　 nagrum　 var.

ノaponticum

Phellodendron

　　　　　　　amurense

コケ モモ

Cowberry

イ ワツツジ

ハ マ ナ ス

Rugosa　 rose

ハ ンノキ

Alder

コケ モモ

Cowberry

ガ ンコ ウ ラ ン

(Crowberry)

キ ハ ダ

Amur　 Cork-tree

実

fruit

実

fruit

根

root

樹皮

bark

実

fruit

実

fruit

樹皮

b　ark

知里1973

松浦　1846

『蝦夷弾琴 図」

OHNUKI-TIERNEY

　　　　　　　　　1974

OHNUKI-TIERNEY

1974

OHNUKI-TIEANEY

　　　　　　　　　1974

OHNUKI-`1`IERNEY

　　　　　　　　　1974

北海 道 アイ ヌ　 Hokkaido　 Ainu

樹　 皮

b　ark

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

赤

red

赤

red

赤

red

赤

red

黒

black

黒

black

黒

black

紺 』

navy

薄紫

light　purple

藍

indigo　 blue

黄

yellow

Taxus　 cuspidata

Alnus　 hirsuta

Alnus　 japonica

Quercus　 dentata

Juglans　 sieboldiana

cをrc認 な)hyllum

　　　　　　Japonacum

Fritillaria

　　 camtschatcensis

Empetrum

　　　　　 nagrum　 var.

ノ(な)onacum

Rosa　 rugosa

Isatis　 yezoensis?

Phellodendron

　　　　　　　amurense

イ チ イ

Japanese　 Yew

ケヤマハ ンノキ

ハ ン ノ キ

Japanese　 Alder

カ シ ワ

Daimio　 Oak

オニ グル ミ

Siebold　 Walnut

カ ツ ラ

Katsura　 Tree

ク ロ ユ リ

Kamchatka　 lily

ガ ンコ ウ ラ ン

(Crowberry)

ハ マ ナ ス

Rugosa　 rose

ハマタイセィ?

キ ハ ダ

Amur　 Cork-tree

樹皮

bark

樹皮

b　ark

樹 皮

b　ark

樹皮

bark

外果皮

樹皮

bark

花

frower

実

fruit

実

fruit

葉

leafe

樹皮

bark

河野　1931

河野　1931

河野　1931

河野　1931

河野　1931

河野　1931

河野　1931

河野　1931

河野　1931

上村　1943

上村　1943
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コ リヤー ク　Koryak

毛 皮 ・革

fur,hide

皮

skin

草　皮

bark

〃

〃

赤

red

黒

black

黒

black

黒

blak

黒

blak

Alunus　 sp.

Vaccinium

　　　　　 oxycoccus?

Empetrum　 nigrum

　+E麦 ソη↓乙↓smollis　 ash

ハ ンノ キ

Alder

ツル コケ モ モ?

(Cranberry)

ガ ンコ ウ ラ ンとハ

マ ニ ンニ クの灰

Crowberrv+ash

海泥

sea-mud

湿地 の コケ

swamp-moss

鮒皮
bark

実

fruit

実

fruit

JOCHELSON　 LgO$

JOCHELSON　 igO�

JOCHELSON　 igO$

JOCHELSON　 igO$

JOCHELSON　 190�

チ ュ クチ 　Chukuchi

　 革

leather

毛 　皮

　fur

赤

red

赤

red

Alnus　 sp.

Alnus　 sp.

+Larix　 sp.

ハ ンノキ

ハ ンノキAlder

カ ラマ ツLarch

樹 皮

bark

樹 皮bark

樹 皮bark

BoGoRAs　 1904-09

Bocoxas　 1904-09

ベ ー リング海 エ スキ モ ー 　Bering　 Strait　Eskimo

　 革

leather

毛　皮

fur

赤

red

赤

red

Alnus　 sp.

Alnus　 sp.

ハ ンノキ

Alder

ハ ンノキ

Alder

樹 皮

b　ark

樹 皮

bark

NELSON　 1$99

NELSON　 1899

北 西 海岸 イ ンデ ィァ ン　 Northwest　 Coast　 lndian
)

羊　毛

wool

〃

〃

黒

black

黄

yellow

青 緑

blue-green

Tsugaん θ孟θrqρ んッlla

+Cu　 or　Fe

Evernia　 vulpina

ア メ リカ ツ ガ=
Hemlockに 銅/鉄
+copper/iron

ヤマ ヒ コノ リ属 の

地 衣 類
Wolf　 moss

酸 化 銅 と 尿oxide

of　copper　 +　urine

樹 皮

b　ark
SAMUEL　 19$2

SAMUEL　 19$2

SAMUSL　 1982

ミクマ ック　 Micmac

ヤマアラシの棘

　 quill

〃

〃

皮

skin

赤

red

黄

yellow

紫

violet

黄

yellow

Gakium　 tinctorium

Myrica　 gale

Nucella　 lapillus

Coptis　 trifolius

ヤェム グラ属の1種

Red　 Bedstraw

セイヨウヤチヤナギ

Sweet　 gale

カキ ナ カセ ガ イ の

亜 種

Nort'n　dog　whelk

オ ウ レ ン属 の1種

Goldthread

根

root

種

seed

?

葉 、 茎

leaf,stalk

WHITEHEAD　 1982

WHITEHEAD　 1982

WHITEHEAD　 19$2

WHITEHEAD　 1982
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